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1． はじめに

2015 年以降、介護人材不足に関する議論が
行われ、介護職の中の介護福祉士の役割につい
て問われている。『福祉人材確保対策検討委員
会における議論の取りまとめ』1）では人材確保
の方向性に関して６つの「基本的な考え方」と
「11 の方向性」を示した。また『2025 年に向け
た介護人材の確保～質と量の好循環の確立に向
けて～』2）では「介護人材確保に向けた 4つの
基本的な考え方」、「介護人材確保の具体的な方
策」、「介護人材確保方策を支える関係主体に求
められる役割とその連携」を示した。これらは、
介護人材の量的確保には、介護人材の「量と質
の好循環」が重要だとし、同時にそれは、介護
職チームのリーダーとして中堅の介護福祉士の
役割の重要性を論じられ、その実態把握が必要
とされている。なお、2015 年 11 月には一般社
団法人認定介護福祉士認証・認定機構が設立、
共同研究者である太田も副理事長職に就任して
いる。認定介護福祉士は介護職チームの主任ク
ラスの現任者のリーダー研修を目的とし、養成
研修制度が創設された。
「尊厳を支えるケア」の考え方 3）や「介護福
祉士を基本とした研修体系の見直し」4）の方向
を受けて、全国社会福祉協議会が厚生労働省の
補助を受けて設置した「介護サービス従事者の
養成研修体系のあり方に関する研究会が提案し
た「介護職員の養成研修体系とキャリアパス」
における本格的な現任研修のファーストレベル
研修として「介護福祉士ファーストステップ研
修」が位置づけられた。また、日本介護福祉士
会の生涯研修体系にもそれが位置付けられた。
この従来のケアモデルを転換し「尊厳を支え
るケア」を実行するための役割や能力を備えた

介護福祉士のキャリアアップならびに、小規模
チームのリーダー養成等を目的に、2006 年度
から３年間、全国社会福祉協議会が「介護職員
のキャリア開発支援システム普及促進モデル事
業」を開始し、それをきっかけに日本介護福祉
士会など全国の団体でファーストステップ研修
が取り組まれてきた。研修対象者は、原則、介
護福祉士資格取得後２年程度の実務経験者。「ケ
ア」（72 時間）、「連携」（48 時間）、「運営管理
基礎」（80 時間）の３領域からなる。研修時間
数計 200 時間（その他に、自職場等課題、通
信学習 100 時間）。月１回・２回通学し６か月
または１年で修了が原則である。2015 年８月
現在、全国の修了生は 2807 名である。A県は
221 名（ただし A県介護福祉士会集計は 208
名である。アンケート調査対象者は 208 名とす
る）で、B県 298 名、C県 253 名に次いで３番
目に多い県である。 
A 県介護福祉士会主催ファーストステップ

研修は 2006 度より行われ、全国でもっともは
やく行われた県の一つである。　

２．研究方法

（1） 目的
介護福祉士のキャリアアップを目的にした

A県介護福祉士会主催ファーストステップ研
修が 2007 度より行われてきており、修了生が
研修後、どのような業務経験、また事業所等で
どのような役割や実践を行ったか、研修内容が
介護職チームのリーダーとしてどのように役に
立ったかについて調査し、研修効果を明らかに
し、その結果を研修内容改善に資することを目
的とした。
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（2）対象と方法
・対象：一般社団法人A県介護福祉士会から

紹介を受けたファーストステップ研修
の修了生 208 名。

・方法：自記式質問紙調査　郵送法
・調査期間：2016 年 3 月 15 日～ 31 日。

（3）倫理的配慮
本調査は、聖隷クリストファー大学倫理委員
会での倫理審査の承認を受け実施した（承認番
号 15118）。

３．結果及び分析

返信は 75 通あり、そのうち有効回答は 74 通
（有効回答率　35.5％）。

（1）参加者属性（表 1-1）
参加者の性別は女性が約８割を占めていた。

現在の年齢は 50 代の割合が最も高く 40 代以上
が約９割を占めていた。介護福祉士取得時の年
齢は 40 代の割合が最も高く 20 代から 50 代に
分布していた。ファーストステップ研究受講を
始めた時の年齢は 40 代の割合が最も高く 30 代
から 50 代で約９割を占めていた。

　　　　　 　　　　　　 表 1-1　属性

野田由佳里　他：ファーストステップ研修修了者追跡調査による研修効果及び介護職チームのリーダー・
中堅介護福祉士の役割に関する研究



―　84　―

聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 15 （2017）

―　85　―

（2）研修受講理由と参加費用、研修開始時の
気持ち（表 1-2）

研修受講理由は「スキルアップのため積極的
に研修に参加した」の選択率が最も高く 81.1%
であった。参加費用は「自己負担」の割合が最
も高く 73.0% であった。研修開始時の気持ち

は「仕事に前向きであった」の割合が最も高く
73.0% であった。

（3）現在の保有資格（表 1-3）
介護福祉士（保有率 100%）の他に保有率が

30% を超える資格は、ホームヘルパー２級が

　　　   表 1-2　研修の受講理由など

　　　 　　　　　　　  表 1-3　現在の保有資格
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58.1%、介護支援専門員が 52.7%、社会福祉士
主事が 31.1% であった。

（4）科目の評価と研修の効果
1）科目の評価（表 2-1）

印象に残っている科目で最も割合が高かっ
たのは「ケア場面での気づきと助言」で 50%、
今の仕事に役立っている科目で最も割合が高
かったのは「ケア場面での気づきと助言」で
59.5%、もう一度深く学んでみたい科目で最も
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　　　　　　表 2-1　研修プログラム
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割合が高かったのは「家族や地域の支援力の活
用と強化」で 33.8% であった。
2）研修受講後の自身の変化（表 2-2、表 2-3）
研修受講後の自身の変化（自分で感じること）
の上位５項目は、１位が「違う視点からも問題
を見ることが出来るようになった」で 74.3%、
2 位が「利用者の行動の理由や思いを深く理解
しようとするようになった」で 68.9%、3 位が「利
用者一人ひとりに個別的なケア、かかわりをす
るようになった」で 62.2%、４位が「専門職と
いう意識をもつようになった」で 59.5%、５位
が「家族の気持ちや願いをより深く理解しよう
とするようになった」で 58.1%、であった。

研修受講後の自身の変化（他人から言われる
こと）の上位５項目は、１位が「チームメンバー
の働きやすさに目配りするようになった」「後
輩等に助言することが上達した」で 13.5%、３
位が「利用者のケアについて簡単にあきらめな
いで工夫するなど試すようになった」「専門職
という意識をもつようになった」「仕事への意
欲が高まり元気になった」で 10.8% であった。
3）研修受講後の職場の変化（表 2-4）
研修受講後の職場の変化（自分で感じるこ

と）の上位５項目は、１位が「チーム全体で利
用者の尊厳を損なわないことについての意識が
高まった」で 41.9%、2 位が「チーム全体で利

　　　 　表 2-2　受講生の自身の変化
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用者の望むことやその人らしい生活をケアプラ
ンの目標とするようになった」で 39.2%、３位
が「チーム全体で利用者の理解やコミュニケー
ションが深まった」で 36.5%、４位が「チーム
全体で利用者の心身の状況の変化に気づくよう
になった」で 33.8%、５位が「チームの話し合
いが活発になり、意見や提案がよくでるように
なった」で 28.4% であった。研修受講後の職場
の変化（他人から言われること）の上位 5項目
は、１位が「チームのメンバーのやる気がでて、
雰囲気がよくなった」で 16.2%、２位が「自分

の部下が以前よりも成長した」で 13.5%、３位
が「チームの話し合いが活発になり、意見や提
案がよくでるようになった」で 12.2%、４位が
「チーム全体で利用者の尊厳を損なわないこと
についての意識が高まった」「チーム全体で利
用者の尊厳を損なわないことについての意識が
高まった」「チーム全体で利用者の心身の状況
の変化に気づくようになった」「チームでケア
の方針が共有しやすくなった」で 10.8% であっ
た。
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　　　 　表 2-3　研修後の変化（他者評価）



―　88　―

聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 15 （2017）

―　89　―

（5）受講生との関係（表 3）
研修の受講生どうしの関係について最も割
合が高かったのは「人脈作りとなった」が
45.9%、また「初めて自分の職場以外と話し合
う機会となった」が 43.2% で拮抗していた。
研修終了後の受講生どうしの関係は「今でも
時々連絡をとりあっている」の割合が最も高く
44.6% であった。

（6）研修の推奨意向と評価（表 4）
同僚や後輩への本研修の推奨について最も割
合が高かったのは「是非とも参加するよう強

く勧める」「参加したほうがよいと勧める」の
37.8% で合計８割弱の受講者が研修受講を勧め
るとの回答であった。研修を受講したことの評
価については「認知症実践リーダー研修などの
受講免除してほしい（29.7%）」、「介護保険制度
のなどの配置基準や報酬などに反映してほしい
（28.4%）」といった意見が 30%弱あった。

（7）認定介護福祉士の取得意向（表 5）
認定介護福祉士の取得意向について最も割合

が高かったのは「取得したい」で 44.6% であっ
た。つぎが「わからない」で 32.4% であった。

　　　 　表 2-4　職場の変化
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　　　 　表３　受講生との関係性

　　　 　表４　研修の推奨　など

　　　 　　　　　　  表５　認定介護福祉士
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（10）ファーストステップ研修の参加者行動に
対する有効性

本研修の研修受講後の自身および職場の各行
動変化に対する有効性を「自分で感じたこと」
と「他人から言われること」の回答率による相
対評価によって分析した。研修受講後の自身の
変化に関する分析結果を図１に示す。右上のエ
リアにプロットされた項目が自分で感じ、他人
からの評価が高い項目である。このエリアにプ
ロットされた項目は「３利用者一人ひとりに個
別的なケア、かかわりをするようになった」「４
利用者のケアについて簡単にあきらめないで工
夫するなど試すようになった」「６専門職とい
う意識をもつようになった」「17 職場の課題に
ついて発言 ･提案するようになった」「18 チー
ムの考えをよく聴くようになった」「19 チーム
メンバーの働きやすさに目配りするようになっ
た」であった。

（8）キャリアアップとの関係に関する評価（表 6）
キャリアアップについて「有効であった」の
割合は 64.9% で最も高かった。研修後の職位・
職責については「変化がなかった」の割合が最
も高く 55.4% であった。「変化があった」の割
合は 29.7% であった。

（9）研修受講前後の変化（表 7-1、表 7-2）
受講を始めた時の主な役職は介護職員の割合
が最も高く 77.0% であった。職責はスタッフの
割合が最も高く 31.6% であった。現在の主な職
種は介護職員の割合が最も高く 54.1% であっ
た。職責は主任・介護長、スタッフの割合が最
も高く 25.0% であった。職場は受講時と同じ法
人の割合が最も高く 64.9% であった。研修受
講前後の給料の変化は「受講時より多くなっ
た」が 41.9% で最も高く、「受講時と同じ」が
32.4% であった。

　　　 　　　　　　  表 6　ファーストステップの有効性
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研修受講後の職場の変化に関する分析結果を
図１に示す。右上のエリアにプロットされた項
目が自分で感じ、他人からの評価が高い項目で
ある。このエリアにプロットされた項目は「１
チームの話し合いが活発になり、意見や提案が
よくでるようになった」「２チーム全体で利用
者の理解やコミュニケーションが深まった」「３
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チーム全体で利用者の望むことやその人らしい
生活をケアプランの目標とするようになった」
「4チーム全体で利用者の尊厳を損なわないこ
とについての意識が高まった」「５チーム全体
で利用者の心身の状況の変化に気づくように
なった」「12 自分の部下が以前よりも成長した」
であった。

　　　 表 7-1　
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　　　  表 7-2　職場環境　
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４．考察

参加者がファーストステップ研修受講は始め
た年齢は主に 30 代から 50 代のときであった
（表 1-1）。受講を始めたときの職種は介護職員
が 77.0% を占めていた（表 7-1）。この結果から

本研修の受講者は 30 代から 50 代の介護職員が
中心であった。
研修を受講した理由は「スキルアップのため

積極的に研修に参加した」が 81.1% と最も高く、
一方「施設長または上司から、研修に参加する
よう要請された」は 13.5% であった（表 1-2）。

　　　　　　　 図１
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参加者の多くは本研修に積極的かつ自主的に参
加していたと考えられる。また、研究の効果
については「有効であった」が 64.9%（表６）、
同僚への参加推奨については「是非とも参加す
るよう強く進める」「参加したほうがよいと勧
める」の合計が 75.6% であった（表 4）。一方、
参加の費用負担は自己負担が 73.0% であった
（表 1-2）。本研修の有効性を鑑み今後、組織的
な参加費用負担について検討が求められる。
研修の内容について、印象に残っていると今
の仕事に役立っている科目で最も割合が高かっ
たのは「ケア場面での気づきと助言」であった
（表 2-1）。本研修の強みとして「ケア場面での
気づきと助言」のスキル習得に関する有効性を
アピールできる。一方、もう一度深く学んでみ
たい科目で最も割合が高かったのは「家族や地
域の支援力の活用と強化」であった（表 2-1）。
今後、当該スキルの学習方法に関する情報提供
が期待される。
研修受講後の自身の変化（自分で感じること）
で最も割合が高かったのは「違う視点からも問
題を見ることが出来るようになった」（表 2-2）、
研修受講後の自身の変化（他人から言われるこ
と）で最も割合が高かったのは「チームメンバー
の働きやすさに目配りするようになった」で
あった（表 2-3）。研修の成果として参加者自身
の視点の多角化とチームメンバーへの配慮向上
に関する周囲からの評価が確認された。
研修受講後の職場の変化（自分で感じること）
で最も割合が高かったのは「チーム全体で利用
者の尊厳を損なわないことについての意識が高
まった」（表 2-4）、研修受講後の職場の変化（他
人から言われること）最も割合が高かったのは
「チームのメンバーのやる気がでて、雰囲気が
よくなった」であった（表 2-4）。研修の職場に

対する効果として利用者に対する尊厳やチーム
メンバーのやる気の向上といった波及効果が確
認できた。
他の受講者との関係については、本研修が「人

脈作りとなった」が 45.9% と最も高く、「初め
て自分の職場以外と話し合う機会となった」に
ついても 43.2% という回答を得た（表 3）。ま
た研修終了後の受講者の関係については「今で
も時々連絡をとりあっている」が 44.6% と最も
高く（表 3）、本研修が日常、職場外のスタッ
フと知り合う機会が少ない参加者に対して人脈
を広げる場として有効であることが示された。

５．おわりに

本調査報告を通して明らかとなったファース
トステップ研修は
① キャリアアップ
② スキルアップ
③ 介護職チーム
④ 職場外のスタッフとの関係性作り
に有効と捉えることができた。
一方、研修課題として「チーム運営」「チー

ムマネジメントが弱いことが示されている。今
後の課題である。
またファーストステップや認定介護福祉士研

修は社会的ニーズ以外にも、介護職自身の就労
継続に有効であることが示唆された。個別ケア
など質の高いケアの要となる介護福祉士のあり
方について、今後も検討していきたい。

最後になりますが本調査にご協力を頂きまし
た 75 名の介護職員の皆様、郵送法調査にご尽
力頂きましたA県介護福祉士会に感謝申し上
げます。
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